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《資　料》
ノイドルフ村（南ザクセン）の貨幣貢租償却協定（１）
松　　尾　　展　　成
（元経済学部教員）　　 　　　
第１節　初めに　
　1815年以後のザクセン王国の領土のうち，荘園領主制の一亜種としての中部ドイツ荘園領主制が支配的
であった，主としてエルベ川以西の「本領地域」における領主制の解体と土地負担（１）の解消についての
具体的・数量的事実を示す先行業績を探索し，提示したのが，松尾 1990である．そこで明らかとなったのは，
先行業績の乏しさであったので，私は土地負担解消の実施過程を具体的に究明する必要を痛感した．その
ためには，1960年代にザクセン州立中央文書館（1990年のドイツ再統一以後の名称で，以下では中央文書
館と略記．所在地ドレースデン）で整理され，集落別索引が作成された，償却・共同地分割全国委員会（以
下では全国委員会と略記）の土地負担償却協定が分析されねばならない．全く未調査と言える（２），厖大
なこの償却協定群（16,782通）からどれを選ぶか，を考えて，私は，土地負担解消関連諸法令に先行・並
行して，民衆運動が展開した，1830年代初の「九月騒乱」期と1848－49年の三月革命期に，農村住民が請
願書を提出した騎士領の償却協定を取り上げることにした．それに該当する騎士領として，南部のプルシェ
ンシュタイン（農村工業地帯），西部のリンバッハ（農村工業地帯）と北部のヴィーデローダ（農業地帯）
が見いだされた．これら３騎士領所属集落から提出された請願書17通，および，これらの所領の農村民衆
運動と直接関連する同時代パンフレット類３編を訳出・整理したものが，松尾 2001である．
　その成果を踏まえながら，松尾 2011は，全国委員会文書群の集落別索引の中で，上記３騎士領の項に
記載されている，と中央文書館から教示された土地負担償却協定28通を解読し，各騎士領における償却一
時金の種目別構成と償却の進行過程を検討した．それによって以下の事実が明らかになった．第１に，地
代銀行への年次別委託額が50％（概算値．以下同じ）を超えたのは，騎士領ヴィーデローダで1839年（し
かも，ほぼ全額）であり，騎士領プルシェンシュタインで1843年，騎士領リンバッハでは1847年であった．
年次別委託額の50％超過年は，ラウジッツ（1878年以後は４郡）を除く本領地域（同22郡）のみの統計は
存在しないので，便宜上，全国のそれを見ると，上記３騎士領よりもかなり遅い1853年であった．その上
に，一時金による一括償還を加えると，三月革命直前の1847年までに騎士領プルシェンシュタインで92％
の，騎士領ヴィーデローダで68％の，騎士領リンバッハで58％の償却が終了していた（３）．第２に，地代
種目別償却一時金額については，比較しうる指標が本領地域ばかりでなく，全国についても存在しないの
で，便宜上，全国についての地代種目別償却「件数」と３騎士領に関する償却一時金額とを百分率で比較
すると，全国では，償却「件数」合計の高い比率から順に，現物貢租（27％），貨幣貢租（27％），賦役（15％），
保有移転貢租（14％），放牧権（10％）など（４）であり（このうちの賦役と放牧権は，農民経営を特に圧
迫する土地負担であった），以上の上位５種目合計で全体の94％を占めた．それに対して，騎士領リンバッ
ハでは計算上の一時金合計額のうち貨幣貢租が37％，賦役が35％，保有移転貢租が24％などであり，これ
ら３種目の合計は全体の96％に達した．また，騎士領ヴィーデローダでは賦役が58％，想定貨幣貢租が
28％などであり，これら２種目で全体の86％に及んだ．償却一時金（想定を含む）の種目別構成は上記２
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復されたのだが，これも特定の損失を除外した計算だった。
（無線）
　1896年にマルコーニが最初に郵政省を訪れて以来，同省は無線電信に強い関心を示してきた。それも当
然で，同省は近海電信ケーブルの大部分もしくは一部を保有していたし，大洋の海底ケーブルを保有して
いる大会社と密接に協働していたからである。マルコーニは郵政省の協力の下にブリストル海峡で実験を
始めた。1901年12月には，最初のメッセージ（Ｓの一文字）が，Poldhu（コーンウォール南部の地名）からニュー
ファウンドランドに送信された。世界中，とりわけ軍事関係者や船舶関係者が，興奮状態になった。諸国
政府は互いに連絡を取り合い，1906年10月にベルリンで国際無線電信協約が調印された。しかし無線電信
の直接の経済的重要性は，会社幹部や戦争関係部局での騒ぎぶりとは別で，ごく限定されたものだった。
明らかな採択例は船舶の場合だった。1908年３月には僅か72隻のブリテンの船に無線が搭載されていただ
けだったが，1912年３月には450隻，1914年３月には879隻となっていた。この879隻にはもちろん，大海
運会社の船が含まれていた。尤も，この年にはブリテンの登録船は２万1000隻，蒸気船は１万3000隻ほど
あった。電気産業は新たな分野を獲得したのだが，無線通信そのものは未だ殆ど誰かのお腹を満たすまで
にはなっていなかったし，賃金・俸給，利潤率，賃貸料，物価などへの影響も殆どなかった。人はその気
になれば一日のうちに，一文を電信か電話で送ることが出来たのである。もし諸国が無線電信に熱心であっ
たとすれば，それは主として戦争が近づいていたからに他ならない。
（大気）
　大気には未だ，無線電波が広がっていく媒体としての役割を超えるほどの経済的重要性がなかった。確
かに内燃機関の登場によって，人類は空を飛べるようになっていた。1909年７月には，フランス人ブレリ
オ（Ble－riot）がドーヴァーを渡ってケントへの着陸に成功した。しかしこの頃は未だ，人員や重要な資材
あるいは軍事情報を運んだりする段階ではなかった。但し，爆弾投下の実験は始めていた。1914年８月末
に初めて，戦闘態勢に入った英国陸軍航空隊（Royal Flying Corps）が，63機をMaubeuge（フランス北東部，
Sambre河畔の町）飛行場に集結させたのだった。
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騎士領の間で，そしてまた，両騎士領に所属する諸村落の間でも，大きく異なっていたが，それは上記の
全国地代種目別償却件数とも非常に異なっていた．他方では，騎士領プルシェンシュタインで種目別一時
金額が判明するのは，極く一部にとどまった．すなわち，比率最高の貨幣貢租で11％，次いで，現物貢租
６％，賦役４％などで，それらを合計しても，全体の23％を占めるに過ぎない．ここでは，多くの償却協
定は賦役，現物貢租，貨幣貢租，放牧権を一括して償却した．したがって，この騎士領では土地負担の種
目別構成と償却の種目別進行過程は確定されえない（５）．以上を考慮して，本領地域における償却の進行
過程と土地負担の種目別構成とを一層具体的に解明するためには，上記３騎士領以外の騎士領についても，
全国委員会文書に含まれていない狩猟権のそれを含めて，償却協定の一層の調査が必要である，との結論
に松尾 2011は達した．
　しかも，上記３騎士領のみの土地負担償却に関しても，問題点がなお残った．
　第１に，騎士領ヴィーデローダに関して，償却協定が存在しない土地負担が判明した．重要なもののみ
を挙げると，松尾 2011，第５章第２節で記したように，同騎士領に関連する，第２の償却協定（1839年
の全国委員会文書第1389号）第５条には，世襲賃租（Erbzins）が毎年４回，騎士領に支払われるべき負
担と明記されており（６），そこに記載された世襲賃租が，それ以後の協定によって償却された，と仮定す
るならば，想定一時金総額の25％を占めるであろうけれども，この世襲賃租の償却協定が全国委員会文
書・集落別索引のヴィーデローダの項に存在しないのである．また，同騎士領所属２村領民は1849年に共
同請願書を提出したが，その付録は１馬所有農民（火災保険台帳番号15）の諸土地負担を列挙している（７）．
そのうち，地代銀行への年地代は，教会・学校への賦役に明確に基づくものを除くと，次のとおりである
（新貨幣制度による）．
①56T 12G ₄P（1839年９月30日の協定による），
②25T　 ⊖G 2P（1844年３月30日の協定による），
③　₃T 14G ₄P（1845年９月30日の協定による），
④10T 25G ₆P（1847年６月７日の協定による）．
　このうちの①は，松尾 2011，第４章第２節で検討した，第２の同騎士領関係償却協定（1839年９月９
日⊘９月30日）に基づく，同協定一連番号［４］の農民地（火災保険台帳番号15）の委託地代であろう（８）．
ところが，②，③と④の委託地代は領主制地代の償却から発生した，と推定されるし，地代銀行に委託さ
れるためには，全国委員会の償却協定承認が必要不可欠であるにも拘わらず，これら３種の日付の同騎士
領関連償却協定は，中央文書館によれば全国委員会文書・集落別索引のヴィーデローダの項に記載されて
いない．また，償却協定が全国委員会によって承認されると，その１通は関係管区文書室に保管されるべ
きであったけれども，ザクセン州立ライプツィヒ文書館によれば，同騎士領が所属していたムッチェン管
区文書（９）の中にも，②，③と④に関する償却協定は含まれていない．
　第２に，騎士領リンバッハについて見てみる．ザクセン州立ケムニッツ文書館の第32863号，騎士領リ
ンバッハ関係文書の中に償却協定の文書２通がある．すなわち，第185号（10）は，第１に，全国償却委員
会によって1839年に承認された賦役償却協定を，第２に，1840年に承認された賦役・［現物］賃租償却協
定を含む．前者は，松尾 2011，第２章第６節で紹介した全国委員会文書第1163号であり，後者は，同書
同章第３節で分析した全国委員会文書第1660号である．しかし，ケムニッツ文書館の同上文書群には，そ
れ以外の償却協定は存在しない．
　第３に，騎士領プルシェンシュタインに関連して次の問題点がある．同騎士領所属のドイッチュ・ノイ
ドルフとドイッチュ・アインジーデル（ただし，アインジーデルとして）の両村は，償却地代の合法性の
審査を要求し，また，「償却委員」を批判する1848年30村共同請願書に署名して，邦議会に提出していた（11）．
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したがって，この２村は同年以前に，同騎士領関係償却協定の作成準備過程に関与していた可能性が高い．
しかし，中央文書館からの回答によれば，この両村の償却協定は全国委員会文書・集落別索引のプルシェ
ンシュタインの項に確認されない（12）．ところで，中央文書館は2010年に，厖大な文書群，騎士領プルシェ
ンシュタイン関係文書の整理を完了した（13）．私がその文書群中の償却関係文書の整理番号と表題の一覧
表を請求したところ，以下の事実が判明した．すなわち，同文書群の第432号が松尾 2011，第３章第１節
で，同第463号が同第２節で，同第481号が同第３節で，同第441号が同第４節で，同第390号（ただし，「協
定写本」とされている）が同第５節で，同第470号が同第６節で，同第471号が同第７節で，同第412号（1843
年）が同第９節（ただし，1842⊘43年）で，同第485号が同第10節で，同第413号が同第11節で，同第465号
が同第13節で，同第414号が同第14節で，同第501号が同第15節で，同第419号が同第16節で，同第452号が
同第17節で分析した償却協定である．また，同第488号（1840年）が恐らく，同第８節（1840年）で調査
した協定であろう．なぜなら，同第488号の表題は「償却協定」（1840年）であるのに対して，同第486号
の表題は，同じ村との「償却協定，および，それについて締結された示談」（1838－1840年）となっており，
それは，同第488号協定の交渉記録の可能性が高いからである．ただし，同文書群は，松尾 2011，第３章
第12節で取り上げた償却協定を含まない．しかしながら，それよりも遥かに重大であるのは，（償却）「協
定」の表題を持つ文書（「写本」と記されたものを含む）が，上記以外にも多くあることである．「示談」
以外の文書として，①アインジーデル村における羊放牧権償却協定（写本．1838年，同第421号），②ドイッ
チュ・ノイドルフ村とドイッチュ・カタリーネンベルク村との償却協定（対象種目不明，1856－1857年，
同第429号），③フリーデバッハ村の償却協定（対象種目不明，1850－1851年，同第448号），④フリーデバッ
ハ村の貨幣貢租償却協定（1854年，同第451号），⑤ハイデルベルク村の貨幣貢租償却協定（1857年，同第
457号），⑥ハイダースドルフ村の貨幣貢租償却協定（1854年，同第466号），⑦ノイハウゼン村の水車の土
地などについての償却協定（対象種目不明，1856年，同第475号），⑧ケマースヴァルデ村，ドイッチュ・
ゲオルゲンタール村とクラウスニッツ村の土地所有者との償却協定（対象種目不明，1850－1851年，同第
495号），⑨ケマースヴァルデ村，ドイッチュ・ゲオルゲンタール村とクラウスニッツ村の確定貨幣貢租償
却協定（1854年，同第498号），⑩ディッタースドルフ村，ウラースドルフ村とピルスドルフ村との償却協定，
土地所有と確定貨幣貢租（1856年，同第505号）の10通がある．①と②とは，上記の，共同請願書に署名
したけれども，全国委員会文書・集落別索引の項目プルシェンシュタインに記されていない，２村に関わる．
そこで私は取り敢えず，同第429号，すなわち，上記②の複写を入手し，解読し始めた．しかし，最近になって，
中央文書館は次のように回答してきた．⑴この第429号協定は全国委員会文書の償却協定第14682号でもあ
る．⑵この全国委員会文書番号第14682号は，同委員会文書・集落別索引のプルシェンシュタインの項に
は記載されておらず，ノイドルフ（ドイッチュ・）の項にのみ記載されている．⑶（ドイッチュ・）カタ
リーネンベルク村の項は同索引にはない，と．したがって，この全国委員会文書番号第14682号は，全国
委員会文書・集落別索引のプルシェンシュタインの項に記載された償却協定のみを対象とした松尾 2011，
第３章では，調査されえなかったわけであり，①から⑩までの協定を欠く同章の分析は，騎士領プルシェ
ンシュタインの償却に関して実証的に全く不完全である，と言わねばならない．そこで，同騎士領所属の
全村落の側から，さらには，騎士領ヴィーデローダ・同リンハッハ所属村落の側から，全国委員会文書・
集落別索引を検索すると，新しい償却協定が判明するかもしれない．本稿は，騎士領プルシェンシュタイ
ンの償却の実態を一層解明するための第１歩として，松尾 2011，第３章で調査できなかった１償却協定
を紹介しようとするものである．
　以下の資料紹介では，第１に，義務的土地の協定一連番号 x を［a⊖x］と表記する．その場合，①所有
者としての妻はvh., verh. あるいはvereh. と，未亡人はverw. と，姓の前に記載されているけれども，本稿
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騎士領の間で，そしてまた，両騎士領に所属する諸村落の間でも，大きく異なっていたが，それは上記の
全国地代種目別償却件数とも非常に異なっていた．他方では，騎士領プルシェンシュタインで種目別一時
金額が判明するのは，極く一部にとどまった．すなわち，比率最高の貨幣貢租で11％，次いで，現物貢租
６％，賦役４％などで，それらを合計しても，全体の23％を占めるに過ぎない．ここでは，多くの償却協
定は賦役，現物貢租，貨幣貢租，放牧権を一括して償却した．したがって，この騎士領では土地負担の種
目別構成と償却の種目別進行過程は確定されえない（５）．以上を考慮して，本領地域における償却の進行
過程と土地負担の種目別構成とを一層具体的に解明するためには，上記３騎士領以外の騎士領についても，
全国委員会文書に含まれていない狩猟権のそれを含めて，償却協定の一層の調査が必要である，との結論
に松尾 2011は達した．
　しかも，上記３騎士領のみの土地負担償却に関しても，問題点がなお残った．
　第１に，騎士領ヴィーデローダに関して，償却協定が存在しない土地負担が判明した．重要なもののみ
を挙げると，松尾 2011，第５章第２節で記したように，同騎士領に関連する，第２の償却協定（1839年
の全国委員会文書第1389号）第５条には，世襲賃租（Erbzins）が毎年４回，騎士領に支払われるべき負
担と明記されており（６），そこに記載された世襲賃租が，それ以後の協定によって償却された，と仮定す
るならば，想定一時金総額の25％を占めるであろうけれども，この世襲賃租の償却協定が全国委員会文
書・集落別索引のヴィーデローダの項に存在しないのである．また，同騎士領所属２村領民は1849年に共
同請願書を提出したが，その付録は１馬所有農民（火災保険台帳番号15）の諸土地負担を列挙している（７）．
そのうち，地代銀行への年地代は，教会・学校への賦役に明確に基づくものを除くと，次のとおりである
（新貨幣制度による）．
①56T 12G ₄P（1839年９月30日の協定による），
②25T　 ⊖G 2P（1844年３月30日の協定による），
③　₃T 14G ₄P（1845年９月30日の協定による），
④10T 25G ₆P（1847年６月７日の協定による）．
このうちの①は，松尾 2011，第４章第２節で検討した，第２の同騎士領関係償却協定（1839年９月９
日⊘９月30日）に基づく，同協定一連番号［４］の農民地（火災保険台帳番号15）の委託地代であろう（８）．
ところが，②，③と④の委託地代は領主制地代の償却から発生した，と推定されるし，地代銀行に委託さ
れるためには，全国委員会の償却協定承認が必要不可欠であるにも拘わらず，これら３種の日付の同騎士
領関連償却協定は，中央文書館によれば全国委員会文書・集落別索引のヴィーデローダの項に記載されて
いない．また，償却協定が全国委員会によって承認されると，その１通は関係管区文書室に保管されるべ
きであったけれども，ザクセン州立ライプツィヒ文書館によれば，同騎士領が所属していたムッチェン管
区文書（９）の中にも，②，③と④に関する償却協定は含まれていない．
　第２に，騎士領リンバッハについて見てみる．ザクセン州立ケムニッツ文書館の第32863号，騎士領リ
ンバッハ関係文書の中に償却協定の文書２通がある．すなわち，第185号（10）は，第１に，全国償却委員
会によって1839年に承認された賦役償却協定を，第２に，1840年に承認された賦役・［現物］賃租償却協
定を含む．前者は，松尾 2011，第２章第６節で紹介した全国委員会文書第1163号であり，後者は，同書
同章第３節で分析した全国委員会文書第1660号である．しかし，ケムニッツ文書館の同上文書群には，そ
れ以外の償却協定は存在しない．
　第３に，騎士領プルシェンシュタインに関連して次の問題点がある．同騎士領所属のドイッチュ・ノイ
ドルフとドイッチュ・アインジーデル（ただし，アインジーデルとして）の両村は，償却地代の合法性の
審査を要求し，また，「償却委員」を批判する1848年30村共同請願書に署名して，邦議会に提出していた（11）．
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では，それらを姓名の冒頭に置き，妻の夫（EM）を，EMと妻の土地の協定一連番号［a⊖x］と組み合わ
せて［EM⊖a⊖x］と表記する．②未成年後見人（AV）を，AVと未成年者の協定一連番号［a⊖y］と組み合
わせて［AV⊖a⊖y］と表記する．
　第２に，貨幣単位のターラーをT，グロッシェンをG，プフェニヒをPと略記する（本稿が対象とする史
料の貨幣単位は，1840年の貨幣制度改正以後のものであるが，既に紹介した，騎士領ヴィーデローダ関連
の償却地代額についてはAT，AGとAPは貨幣制度改正以前の，NT，NGとNPは改正以後のものを表す）．
　第３に，本協定で最も重要な第６条一覧表の項目は，それぞれの土地について次のように区分されてい
る．⑴証明文書の個所，⑵土地（Grundstück）の表示，［a］一連番号，［b］火災保険台帳番号（BrandCtstr 
No.），［c］耕地台帳番号（Flurbuch No.），［d］ページ（Folium），［e］部類別（nach der Classe），⑶所有者
（Besitzer），⑷償却される貢租（Gefälle），ないし，その代わりに引き受けられる地代（Rent）の名称と金額，
⑸地代の総額，そのうち，⑹一時金（Capital）支払いによって償還される［額］，⑺地代銀行に委託され
る［額］，⑻注．──それらのうち，本稿では，①一覧表の欄⑵［a］，⑵［b］ないし⑵［c］，⑵［e］，⑶，⑷，
⑸および⑺を，必要の場合のみに⑻を記し，⑴，⑵［d］と⑹＝地代端数をすべて省略し，⑵［e］と⑶は
記号を省略する．②一覧表の欄⑵の項目のうち，［b］のBrandCtstr No. を単にBr，［c］のFlurbuch No. を単
にFlと略記し，各行冒頭を［a⊖x〈Br⊖y〉］あるいは［a⊖x〈Fl⊖z〉］と表記する．これらの文字x，y，zのうち，
a⊖xは，既述のように，欄⑵［a］の協定一連番号xの前にa⊖を，後述との関係で追記したものであり，〈Br⊖y〉
のyは欄⑵［b］の数字（大部分の「土地」（Grundstück）に記されている）で，〈Fl⊖z〉のzは，欄⑵［c］
の数字（〈Br⊖y〉の記載されていない，一部の「土地」（Grundstück）にのみ記載）である．ただし，〈Br⊖y〉
あるいは〈Fl⊖z〉は，第６条一覧表以外の個所では，可能な限り，省略する．③一覧表の欄⑵［a⊖x⊖b，c，
など］の欄⑶にDerselbe，稀にはDieselbeと書かれている場合には，その前行の欄⑶［a⊖x⊖a］の氏名を繰
り返す．④一覧表の欄⑶に複数の姓名が記されている場合，それが前所有者と現所有者であれば，前者に
［⊖A］，後者に［⊖B］を付記し，共同所有者であれば，［⊖１］，［⊖２］などを付記する．⑤一覧表の欄⑵［e］
あるいは⑷にdgl. と記されている場合，その前行の部類あるいは貢租を繰り返す．⑥一覧表の欄⑷には，
貢租の根拠が記載されている場合と，いない場合とがある．同じ欄⑷で，根拠を示さず，かつ，同一の貢
租が複数回記載されている場合には，本稿では複数の負担額をそれぞれ記して，＋でまとめ，その合計額
を［　］に追記する．⑦一覧表の欄⑸，⑹と⑺の合計額は第30葉最終行の⑴ドイッチュ・ノイドルフ村の
それと第37葉最終行の２村合計額のみを記す．すなわち，それ以外の各葉の第１行に記載された，直前の
葉までの⑸，⑹と⑺の合計額，および，各葉の最終行に記載された，それぞれの合計額は省略する．
　上記のように，第６条一覧表第２欄は，「償却義務ある土地（Grundstück）」を，⒜から⒠までの５つの
側面から記載している．一般的には，小屋住農（Häusler）は小屋（Häuschen）のみを所有し，耕区に耕地（Feld）
を所有しない（14），とされている．それに対して，本協定第６条一覧表第２欄［e］は土地（Grundstück）（下
記のようにFeldと記載されている場合もある）としての「家屋」（Haus），時には「住居」（Wohnhausある
いはWohnung）を記しており，本協定の冒頭も，第６条一覧表第３欄の所有者を，すべて両村の「土地所
有者」（Grundstücksbesitzer）と記している．したがって，本協定での土地（Grundstück）としての「家屋」，
時には「住居」などは，その敷地と付属地を示すのであろう．なお，以下では火災保険台帳を火災台帳と
略記する．
　この「償却義務ある土地（Grundstück）」は，「家屋」（時には「住居」），納屋（Scheune. 時には
Schuppen），採草地（Wiese），林地（Wald），製粉水車（Mahlmühle），製材水車（Bretmühle），搗き晒し水
車（Walkmühle），旋盤工作場（15）（?）（Drehwerk）である．以下では，Besitzungを所有地（Bg），Feld（F），
Feldstück（Fd），Flurstück（Fr）とParcelle（Pa）を耕地，Grundstück（Gs）とGrund und Boden（GB）を土地，
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ノイドルフ村（南ザクセン）の貨幣貢租償却協定（１）
Grundstückswirthschaft（GW）とWirthschaft（W）を土地経営，Wohnhaus（WH）とWohnung（Wu）を住居
と訳して，それぞれカッコ内の略号を付記した．また，BesitzerとEigenthümerを所有者，Erbzinsを世襲賃租，
［Geld-］Gefälleを［貨幣］貢租，Grundstücksbesitzerを土地所有者，Hausを家屋，Zinsを賃租と訳した．さらに，
Dienstgeld（賦役代納金）を賦役金，Spinngeld（紡糸代納金）を紡糸金と略記し，村名には最後に村を付
記した．まず，償却協定の本文を紹介しよう．
第２節　償却協定本文
中央文書館　10737号［文書］　全国委員会［償却協定］　14682号
　騎士領プルシェンシュタイン（と）ドイッチュ・ノイドルフ村（との間の）1857年３月17日⊘４月25日
の貨幣貢租償却協定（上記騎士領プルシェンシュタイン関係文書において整理番号429号の表題は「ドイッ
チュ・ノイドルフ村とドイッチュ・カタリーネンベルク村との償却協定，1856－1857年」であり，429号
文書そのものの表題は「償却協定　ドイッチュ・ノイドルフ村とドイッチュ・カタリーネンベルク村」で
あって，全国委員会文書のそれといくらか異なっている）
　一方の，騎士領プルシェンシュタインの所有者Karl Philipp Utz von Schönberg（１）氏と，
　他方の，第６条分類表第３欄に記された，ドイッチュ・ノイドルフ村とドイッチュ・カタリーネンベル
ク村の土地所有者たちとの間で，
　このうち，［a⊖10］妻，Johanne Friederike Wagnerは彼女の夫，［EM⊖a⊖10］Gottlieb Fürchtegott Wagnerと
ともに，
［a⊖19⊖1］妻，Johanne Christiane Kaden，旧姓Hofmannは彼女の夫，［EM⊖a⊖19⊖1］Carl Julius Kadenとともに，
［a⊖19⊖2］Ernestine Christliebe Hofmannは彼女の未成年後見人，［AV⊖a⊖19⊖2］Carl Gotthold Uhligに代理されて，
［a⊖19⊖₃］Ferdinand Hofmannは彼の未成年後見人，［AV⊖a⊖19⊖₃］Samuel Gottlieb Beyerに代理されて，
［a⊖26］妻，Amalie Auguste Beierは彼女の夫，［EM⊖a⊖26］Friedrich Wilhelm Beierとともに，
［a⊖53］妻，Christiane Henriette Kadenは彼女の夫，［EM⊖a⊖53］David Eduard Kadenとともに，
［a⊖68⊖1］妻，Christiane Friederike Müllerは彼女の夫，［EM⊖a⊖68⊖1］Gotthelf Friedrich Müllerとともに，また，
［a⊖68⊖2］Carl Eduard Kadenは彼の未成年後見人，［AV⊖a⊖68⊖2］Carl Gotthold Uhligに代理されて，さらに，
［a⊖68⊖₃］Amalie Friederike （Kaden）と
［a⊖68⊖₄］Johanne Christiane Kadenとは彼女らの未成年後見人，［AV⊖a⊖68⊖₃ および ₄］Gottlob Leberecht 
Ruscherに代理されて，
［a⊖113］妻，Johanne Concordie Gläßerは彼女の夫，［EM⊖a⊖113］Wilhelm Leberecht Gläßerとともに，
［a⊖115］妻，Johanne Caroline Kadenは彼女の夫，［EM⊖a⊖115］Carl Friedrich Kadenとともに，であるが，
他方の契約締結者たちが騎士領プルシェンシュタインに年々支払うべき貨幣貢租の償却に関して，1851年
10月23日の（全国委員会）指令によって任命された法律特別委員，フライベルクの弁護士，Ernst Klemm
の仲介の下で，上級後見機関の承認を得て，約定がまとまり，それに関して委員会文書1857年D第２号に
基づいて以下の協定が作成された．
第１条
　他方の契約締結者（義務者側）全員は，第６条の表の第４欄に記された貢租が，（協定締結者）一連番
号［a⊖107］の分担金（Beitrag）として表示された金額を唯一の例外として，騎士領プルシェンシュタイ
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では，それらを姓名の冒頭に置き，妻の夫（EM）を，EMと妻の土地の協定一連番号［a⊖x］と組み合わ
せて［EM⊖a⊖x］と表記する．②未成年後見人（AV）を，AVと未成年者の協定一連番号［a⊖y］と組み合
わせて［AV⊖a⊖y］と表記する．
　第２に，貨幣単位のターラーをT，グロッシェンをG，プフェニヒをPと略記する（本稿が対象とする史
料の貨幣単位は，1840年の貨幣制度改正以後のものであるが，既に紹介した，騎士領ヴィーデローダ関連
の償却地代額についてはAT，AGとAPは貨幣制度改正以前の，NT，NGとNPは改正以後のものを表す）．
　第３に，本協定で最も重要な第６条一覧表の項目は，それぞれの土地について次のように区分されてい
る．⑴証明文書の個所，⑵土地（Grundstück）の表示，［a］一連番号，［b］火災保険台帳番号（BrandCtstr 
No.），［c］耕地台帳番号（Flurbuch No.），［d］ページ（Folium），［e］部類別（nach der Classe），⑶所有者
（Besitzer），⑷償却される貢租（Gefälle），ないし，その代わりに引き受けられる地代（Rent）の名称と金額，
⑸地代の総額，そのうち，⑹一時金（Capital）支払いによって償還される［額］，⑺地代銀行に委託され
る［額］，⑻注．──それらのうち，本稿では，①一覧表の欄⑵［a］，⑵［b］ないし⑵［c］，⑵［e］，⑶，⑷，
⑸および⑺を，必要の場合のみに⑻を記し，⑴，⑵［d］と⑹＝地代端数をすべて省略し，⑵［e］と⑶は
記号を省略する．②一覧表の欄⑵の項目のうち，［b］のBrandCtstr No. を単にBr，［c］のFlurbuch No. を単
にFlと略記し，各行冒頭を［a⊖x〈Br⊖y〉］あるいは［a⊖x〈Fl⊖z〉］と表記する．これらの文字x，y，zのうち，
a⊖xは，既述のように，欄⑵［a］の協定一連番号xの前にa⊖を，後述との関係で追記したものであり，〈Br⊖y〉
のyは欄⑵［b］の数字（大部分の「土地」（Grundstück）に記されている）で，〈Fl⊖z〉のzは，欄⑵［c］
の数字（〈Br⊖y〉の記載されていない，一部の「土地」（Grundstück）にのみ記載）である．ただし，〈Br⊖y〉
あるいは〈Fl⊖z〉は，第６条一覧表以外の個所では，可能な限り，省略する．③一覧表の欄⑵［a⊖x⊖b，c，
など］の欄⑶にDerselbe，稀にはDieselbeと書かれている場合には，その前行の欄⑶［a⊖x⊖a］の氏名を繰
り返す．④一覧表の欄⑶に複数の姓名が記されている場合，それが前所有者と現所有者であれば，前者に
［⊖A］，後者に［⊖B］を付記し，共同所有者であれば，［⊖１］，［⊖２］などを付記する．⑤一覧表の欄⑵［e］
あるいは⑷にdgl. と記されている場合，その前行の部類あるいは貢租を繰り返す．⑥一覧表の欄⑷には，
貢租の根拠が記載されている場合と，いない場合とがある．同じ欄⑷で，根拠を示さず，かつ，同一の貢
租が複数回記載されている場合には，本稿では複数の負担額をそれぞれ記して，＋でまとめ，その合計額
を［　］に追記する．⑦一覧表の欄⑸，⑹と⑺の合計額は第30葉最終行の⑴ドイッチュ・ノイドルフ村の
それと第37葉最終行の２村合計額のみを記す．すなわち，それ以外の各葉の第１行に記載された，直前の
葉までの⑸，⑹と⑺の合計額，および，各葉の最終行に記載された，それぞれの合計額は省略する．
　上記のように，第６条一覧表第２欄は，「償却義務ある土地（Grundstück）」を，⒜から⒠までの５つの
側面から記載している．一般的には，小屋住農（Häusler）は小屋（Häuschen）のみを所有し，耕区に耕地（Feld）
を所有しない（14），とされている．それに対して，本協定第６条一覧表第２欄［e］は土地（Grundstück）（下
記のようにFeldと記載されている場合もある）としての「家屋」（Haus），時には「住居」（Wohnhausある
いはWohnung）を記しており，本協定の冒頭も，第６条一覧表第３欄の所有者を，すべて両村の「土地所
有者」（Grundstücksbesitzer）と記している．したがって，本協定での土地（Grundstück）としての「家屋」，
時には「住居」などは，その敷地と付属地を示すのであろう．なお，以下では火災保険台帳を火災台帳と
略記する．
　この「償却義務ある土地（Grundstück）」は，「家屋」（時には「住居」），納屋（Scheune. 時には
Schuppen），採草地（Wiese），林地（Wald），製粉水車（Mahlmühle），製材水車（Bretmühle），搗き晒し水
車（Walkmühle），旋盤工作場（15）（?）（Drehwerk）である．以下では，Besitzungを所有地（Bg），Feld（F），
Feldstück（Fd），Flurstück（Fr）とParcelle（Pa）を耕地，Grundstück（Gs）とGrund und Boden（GB）を土地，
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ンに支払われるべき対物的負担（Reallasten）として，第２欄に記された，彼らの土地（Gs）に課されて
いることを承認する．
第２条　
　権利ある騎士領プルシェンシュタインの所有者は，この承認を容認し，当該義務者たち自身および後継
所有者（Nachbesitzer）の承認の下で，以下に同意する．
［第１に］契約締結者一連番号（これを，本条に限って，以下では省略）［a⊖₃］の製材水車の世襲賃租2T 1G ₇P，
［a⊖16］の搗き晒し水車賃租（Walkmühlenzins）1T，
［a⊖18］の搗き晒し水車賃租1T 8Pと運転中の各旋盤台（?）（Drehstelle）に関する旋盤工作場（?）賃租
（Drehladenzins）10G ₃P，
［a⊖40］の世襲賃租₇G ₇Pと
［a⊖105a］の世襲賃租₇G ₇Pを無償で廃止すること，そして，
［第２に］［a⊖₃］の製粉水車の世襲賃租を5T ₄G 2Pから₄T 25Gへ，
［a⊖8］の世襲賃租を14T 11G ₇Pから10T 23Gへ，
［a⊖12］の製粉水車と製材水車の世襲賃租を10T 8G ₃Pから₇T 21Gへ，
［a⊖16］の製粉水車の世襲賃租を10T 8G ₃Pから8T 21Gへ，
［a⊖18］の永代水流賃租（erblicher Wasserlaufzins）を1T 24Gから1T 11Gへ，また，製粉水車の世襲賃租を
13T 10G 8Pから11T 10Gへ，
［a⊖99］の世襲賃租を5T ₄G 2Pから₄T 25Gへ，また，
［a⊖104］の世襲賃租を10T 8G ₃Pから₇T 21Gへ減額すること．
　この賃租軽減によって，他方の関係契約締結者たちは，境界の小川，いわゆるSchreidnitzbachの築堤の
際に被るとされる水流の喪失に関して，自身および後継所有者の承認の下で，これについての一層の請求
権すべてを，過去についても将来にも永久に，明確に放棄して，十分に補償されたと認める．
第３条
　権利ある騎士領プルシェンシュタインの所有者はさらに，他方の一連番号［a⊖17a］，［a⊖19］，［a⊖101a］
と［a⊖106］から，自身と後継所有者に関して，第４欄に記された旋盤工作場（?）賃租の支払義務を免除す
る．それに対して，
［a⊖17a］は年確定賃租1T 8G，
［a⊖19］は年確定賃租2T，
［a⊖101a］は年確定賃租1T 25G，
［a⊖106］は年確定賃租1T 16G
を引き受ける．他方の契約締結者，上記全員は，同意された確定賃租を，彼らの土地［・抵当権台帳］の
ページ（Grundstücksfolien）における旋盤工作場（?）賃租の廃止に対する対物的負担として登録させる義務
を負う．
第４条　
　さらに，第６条第４欄に記された土地（Gs），一連番号［a⊖107］の分担金は，一連番号［a⊖103］の土地（Gs）
の貨幣地代として毎年給付されるべきである．
　この分担金は同時的償却のために，権利ある土地（Gs）の所有者によって部分地（Trennstück）所有者
の同意の下に騎士領プルシェンシュタインに譲渡され，この分担金が主土地（Stammgrundstück）所有者
の地代（Rent）の確定の際に差し引かれる，との限定の下に，後者（＝騎士領プルシェンシュタイン）の
所有者によって容認される．主土地所有者はこれを承諾した．
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第５条　
　他方の契約締結者全員は，第１条，第３条と第４条で考慮された貨幣貢租と分担金の廃止のために引き
受けられ，後述の表の第５欄に詳記された地代を，４プフェニヒで整除される限り，地代の25倍額の地代
銀行証券を与える地代銀行に委託し，必要な場合には騎士領プルシェンシュタインに現金を支払う．彼
らは，第７欄に記された金額の地代を，対物的負担として彼らの土地（・抵当権台帳）のページに登記さ
せる義務を負う．彼らは，地代銀行の地代引き受けまで，今までの期限に，第９条に例外が定められてい
ない，あるいは，無償で廃止されていない限り，償却される貢租を，記載された額で，従来の権利者に支
払い続けることを約束する．また，この時点（地代銀行の地代引き受け）以後は彼らは，第７欄に記載さ
れた額の地代を，法律上の４期限，すなわち，毎年３月31日，６月30日，９月30日，12月31日に，それぞ
れ年額の 1⊘₄ずつ，王立地代銀行管理部の指示した徴収官庁に，支払うことを約束する．地代の取り消し
（Aufkündigung），一時金支払による償還（Tilgung）と漸次的償還（allmälige Amortisation）は，1832年３
月17日の地代銀行法（２），1837年３月９日の省令（３）および1840年８月19日の省令（４）の規定に服する．さ
らに，彼らは，この協定の承認が告知されると直ちに，第６欄に記された地代端数を，20倍額の現金支払
によって権利者殿に償還することを約束する．
第６条　
　義務者各人が支払うべき地代は，以下の表にまとめられている．第５欄は年合計額を示し，第６欄には，
その中のどれだけが一時金支払によって償還されるべきか，また，第７欄には，どれだけの地代額が地代
銀行に委託されるか，が示されている．
１．ドイッチュ・ノイドルフ村
［a⊖1〈Br⊖1A〉］土地（Gs）付きの家屋，Johann Traugott Heidenreich，（₄）世襲賃租5G 1P＋1G ₉P［＝₇G］，
賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，（5）1T 20G ₆P，（₇）1T 20G ₄P，
［a⊖2〈Br⊖1B〉］家屋，Carl Gottlieb Heidenreich，（₄）世襲賃租5G 1P，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖₃〈Br⊖2〉］住居（WH）付きの製粉水車と製材水車，Carl Friedrich Leberecht Walther，（₄）製材水車の
世襲賃租₄T 25G，世襲賃租5G 1P＋5G 1P［＝10G 2P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₆T 18G 8P，（₇）
₆T 18G 8P，（8）第２条参照（第２条［第１項］によれば，［a⊖₃］の製材水車の世襲賃租2T 1G ₇Pは廃止［減
額］された．また，第２条［第２項］によれば，［a⊖₃］の製材水車の世襲賃租は5T ₄G 2Pから₄T 25Gへ減
額された），
［a⊖４〈Br⊖₃〉］家屋，Gotthelf Fürchtegott Fritzsche，（₄）世襲賃租₇G ₇P，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P （5）
1T 21G ３P，（₇）1T 21G 2P，
［a⊖5〈Br⊖３B〉］家屋，Carl Friedrich Schmerler，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖₆a〈Br⊖₄〉］耕地（Fd）付きの家屋，Gotthelf Friedrich Goldammer氏，1857年６月15日の議事録（Protoc.）
参照，（₄）世襲賃租₆G ₄P＋2G ₆P［＝₉G］，賦役金1T 8P，紡糸金5G 1P，（5）1T 14G ₉P，（₇）1T 14G 8P，
［a⊖₆b〈Br⊖78〉］土地経営（GW），同人（Gotthelf Friedrich Goldammer氏），（₄）住居（WH）の世襲賃租，
賦役金と紡糸金1T 18G 8P，土地（Gs）の世襲賃租2T 17G 1P＋1T 16G ₃P［＝₄T ₃G ₄P］，（5）5T 22G 2P，（₇）
5T 22G，
［a⊖₆c〈Fl⊖31〉］耕地（F），同人（Gotthelf Friedrich Goldammer氏），（₄）世襲賃租₇G ₇P，（5）₇G ₇P，（₇）
₇G ₆P，
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ンに支払われるべき対物的負担（Reallasten）として，第２欄に記された，彼らの土地（Gs）に課されて
いることを承認する．
第２条　
　権利ある騎士領プルシェンシュタインの所有者は，この承認を容認し，当該義務者たち自身および後継
所有者（Nachbesitzer）の承認の下で，以下に同意する．
［第１に］契約締結者一連番号（これを，本条に限って，以下では省略）［a⊖₃］の製材水車の世襲賃租2T 1G ₇P，
［a⊖16］の搗き晒し水車賃租（Walkmühlenzins）1T，
［a⊖18］の搗き晒し水車賃租1T 8Pと運転中の各旋盤台（?）（Drehstelle）に関する旋盤工作場（?）賃租
（Drehladenzins）10G ₃P，
［a⊖40］の世襲賃租₇G ₇Pと
［a⊖105a］の世襲賃租₇G ₇Pを無償で廃止すること，そして，
［第２に］［a⊖₃］の製粉水車の世襲賃租を5T ₄G 2Pから₄T 25Gへ，
［a⊖8］の世襲賃租を14T 11G ₇Pから10T 23Gへ，
［a⊖12］の製粉水車と製材水車の世襲賃租を10T 8G ₃Pから₇T 21Gへ，
［a⊖16］の製粉水車の世襲賃租を10T 8G ₃Pから8T 21Gへ，
［a⊖18］の永代水流賃租（erblicher Wasserlaufzins）を1T 24Gから1T 11Gへ，また，製粉水車の世襲賃租を
13T 10G 8Pから11T 10Gへ，
［a⊖99］の世襲賃租を5T ₄G 2Pから₄T 25Gへ，また，
［a⊖104］の世襲賃租を10T 8G ₃Pから₇T 21Gへ減額すること．
　この賃租軽減によって，他方の関係契約締結者たちは，境界の小川，いわゆるSchreidnitzbachの築堤の
際に被るとされる水流の喪失に関して，自身および後継所有者の承認の下で，これについての一層の請求
権すべてを，過去についても将来にも永久に，明確に放棄して，十分に補償されたと認める．
第３条
　権利ある騎士領プルシェンシュタインの所有者はさらに，他方の一連番号［a⊖17a］，［a⊖19］，［a⊖101a］
と［a⊖106］から，自身と後継所有者に関して，第４欄に記された旋盤工作場（?）賃租の支払義務を免除す
る．それに対して，
［a⊖17a］は年確定賃租1T 8G，
［a⊖19］は年確定賃租2T，
［a⊖101a］は年確定賃租1T 25G，
［a⊖106］は年確定賃租1T 16G
を引き受ける．他方の契約締結者，上記全員は，同意された確定賃租を，彼らの土地［・抵当権台帳］の
ページ（Grundstücksfolien）における旋盤工作場（?）賃租の廃止に対する対物的負担として登録させる義務
を負う．
第４条　
　さらに，第６条第４欄に記された土地（Gs），一連番号［a⊖107］の分担金は，一連番号［a⊖103］の土地（Gs）
の貨幣地代として毎年給付されるべきである．
　この分担金は同時的償却のために，権利ある土地（Gs）の所有者によって部分地（Trennstück）所有者
の同意の下に騎士領プルシェンシュタインに譲渡され，この分担金が主土地（Stammgrundstück）所有者
の地代（Rent）の確定の際に差し引かれる，との限定の下に，後者（＝騎士領プルシェンシュタイン）の
所有者によって容認される．主土地所有者はこれを承諾した．
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［a⊖₆d〈Fl⊖60b〉］耕地（F），同人（Gotthelf Friedrich Goldammer氏），（₄）世襲賃租11G ₆P，（5）11G ₆P，（₇）
11G ₆P，
［a⊖₆e〈Fl⊖105, 106〉］Sohleと呼ばれる採草地，同人（Gotthelf Friedrich Goldammer氏），（₄）世襲賃租1T 16G ₃P，
（5）1T 16G ₃P，（₇）1T 16G，
［a⊖₆f〈Fl⊖180〉］耕地（F），同人（Gotthelf Friedrich Goldammer氏），（₄）世襲賃租₇G ₇P，（5）₇G ₇P，（₇）
₇G ₆P，
［a⊖₇〈Br⊖5〉］土地経営（W），Carl Gottlieb Hofmann，（₄）世襲賃租10G ₃P＋₃T 2G 5P［＝₃T 12G 8P］，賦
役金1T 8P，紡糸金5G 1P，（5）₄T 18G ₇P，（₇）₄T 18G ₄P，
［a⊖8〈Br⊖₆〉］製粉水車，Ernst Robert Kluge，（₄）世襲賃租10T 23G，（5）10T 23G，（₇）10T 22G 8P，（8）
第２条参照（第２条［第２項］によれば，［a⊖8］の世襲賃租は14T 11G ７Pから10T 23Gへ減額された），
［a⊖₉〈Br⊖₇〉］家屋，Friedrich Leberecht Kluge，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖10〈Br⊖₉〉］家屋，妻，Johanne Friederike Wagner，（₄）世襲賃租₆G ₄P，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，
（5）1T 20G，（₇）1T 20G，
［a⊖11〈Br⊖10〉］家屋と納屋，Johann Trautgott Gehmlich，（₄）世襲賃租12G 8P＋1G ₉P［＝14G ₇P］，賦役
金1T 8P，紡糸金5G 1P，（5）1T 20G ₆P，（₇）1T 20G ₄P，
［a⊖12〈Br⊖11〉］製粉水車と製材水車，Carl Gottlieb Robert Bräuer，（₄）製粉水車と製材水車の世襲賃租₇T 
21G，世襲賃租10G ₃P＋11G ₆P［＝21G ₉P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₉T 26G 5P，（₇）₉T 26G ₄P，
（8）第２条参照（第２条［第２項］によれば，［a⊖12］の製粉水車と製材水車の世襲賃租は10T 8G ₃Pから
₇T 21Gへ減額された），
［a⊖13〈Br⊖12〉］家屋，August Friedrich Griesbach，（₄）世襲賃租5G 1P，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖14〈Br⊖13〉］家屋，Franz Joseph Böhme，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖15〈Br⊖14〉］家屋，Leberecht Friedrich Griesbach，（₄）世襲賃租₆G ₄P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 20G，（₇）1T 20G，
［a⊖16〈Br⊖15〉］製粉水車，Carl Eduard Rechenberger，（₄）製粉水車の世襲賃租8T 21G，世襲賃租2G 5P＋
10G ₃P＋₇G ₇P＋1T 5G ₉P［＝1T 26G 14P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8P，（5）11T 23G ₃P，（₇）11T 23G 2P，（8）
第２条参照（第２条［第１項］によれば，［a⊖16］の搗き晒し水車賃租1Tは廃止された．また，第２条［第
２項］によれば，［a⊖16］の製粉水車賃租は10T 8G ₃Pから8T 21Gへ減額された），
［a⊖17a〈Br⊖17〉］旋盤工作場（?）付きの家屋，［a⊖17a⊖A］Dominik Böhme，現在は［a⊖17a⊖B］Ernst Robert 
Kluge，1857年３月17日の批准文書参照，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，運転中の
各旋盤作業台（?）に関する旋盤工作場（?）賃租1T 8G，（5）2T 26G ₇P，（₇）2T 26G ₄P，（8）第３条参照（第
３条によって，［a⊖17a］は旋盤工作場（?）賃租の支払義務を免除され，その代わりに1T 8Gの年確定賃租を
引き受ける），
［a⊖17b〈Br⊖35〉］土地経営（W），同人（［a⊖17b⊖A］Dominik Böhme，現在は［a⊖17b⊖B］Ernst Robert Kluge），（₄）
世襲賃租15G ₄P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 29G，（₇）1T 28G 8P，
［a⊖18〈Br⊖18, 19, 21〉］旋盤工作場（?）付きの製粉水車と製材水車，Carl Gottlieb Hofmann，一連番号［a⊖₇］
と同じ，（₄）永代水流賃租1T 11G，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，搗き晒し水車の世襲賃租 1T 8P，製
粉水車の世襲賃租 11T 10G，（5）15T 5G ₄P，（₇）15T 5G 2P，（8）第２条参照（第２条［第１項］によれば，
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［a⊖18］の搗き晒し水車賃租1T 8Pと運転中の各旋盤作業台（?）に関する旋盤工作場（?）賃租10G ₃Pは廃止［減
額］された．また，第２条［第２項］によれば，［a⊖18］の永代水流賃租は1T 24Gから1T 11Gへ，さらに，
製粉水車の世襲賃租は13T 10G ８Pから11T 10Gへ減額された），
［a⊖19〈Br⊖20〉］旋盤工作場（?）付きの家屋，［a⊖19⊖1］妻，Johanne Christiane Kaden，旧姓Hofmann，［a⊖19⊖2］
Ernestine Christliebe （Hofmann）および［a⊖19⊖₃］Ferdinand Hofmann，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，運転中の各旋盤作業台（?）に関する旋盤工作場（?）賃租2T，（5）₃T 18G ₇P，（₇）₃T 18G ₄P，
（8）第３条参照（第３条によって，［a⊖19］は旋盤工作場（?）賃租の支払義務を免除され，その代わりに2T
の年確定賃租を引き受ける），
［a⊖20a〈Br⊖22〉］家屋，Gotthelf Friedrich Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖20b〈Fl⊖115B〉］採草地，同人（Gotthelf Friedrich Kaden），（₄）世襲賃租10G ₃P，（5）10G ₃P，（₇）
10G，
［a⊖21〈Br⊖23〉］家屋，Carl Friedrich Gläßer，（₄）土地（GB）の世襲賃租2G ₆P，家屋の世襲賃租5G 1P，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 21G ₃P，（₇）1T 21G 2P，
［a⊖22〈Br⊖24〉］家屋，Carl August Ullmann，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖23〈Br⊖25〉］家屋，Gotthelf Friedrich Beer，（₄）世襲賃租₇G ₇P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 21G ₃P，（₇）1T 21G 2P，
［a⊖24〈Br⊖26〉］土地経営（GW），Carl Gottlieb Böttcher，（₄）世襲賃租10G ₃P＋₃G 8P［＝14G 1P］，紡糸
金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 27G ₇P，（₇）1T 27G ₆P，
［a⊖25〈Br⊖27〉］土地経営（GW），Friedrich Wilhelm Goldammer，（₄）世襲賃租5G 1P＋₇G ₇P［＝12G 8P］，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 26G ₄P，︵₇）1T 26G ₄P，
［a⊖26〈Br⊖28〉］家屋，妻，Amalie Auguste Beier，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖27〈Br⊖29〉］納屋付きの家屋，Carl Eduard Schönherr，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖28〈Br⊖33〉］土地経営（W），Dominik Böhme，（₄）世襲賃租15G ₄P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 29G，（₇）1T 28G 8P，
［a⊖29〈Br⊖36〉］家屋，Christian Jonathan Lorenz，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖30〈Br⊖37〉］家屋，Carl Friedrich Harzer，（₄）世襲賃租5G 1P＋19G ₃P［＝24G ₄P］，紡糸金5G 1P，賦
役金1T 8P，（5）2T ₃P，（₇）2T，
［a⊖31〈Br⊖38〉］家屋，［a⊖31⊖A］Franz Schubert，現在は［a⊖31⊖B］教区監督，Wolf Gottlieb Ehrenfried Wagner氏，
（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖32〈Br⊖39〉］家屋，Leberecht Friedrich Griesbach，一連番号［a⊖15］と同じ，（₄）世襲賃租5G 1P，紡
糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖33〈Br⊖40〉］土地経営（GW），Traugott Friedrich Böhme，（₄）世襲賃租12G 8P，紡糸金5G 1P，賦役金
1T 8G 5P，（5）1T 26G ₄P，（₇）1T 26G ₄P，
［a⊖34〈Br⊖41〉］土地経営（GW），Christian Gotthold Reißmüller，（₄）世襲賃租10G ₃P，紡糸金5G 1P，賦
役金1T 8G 5P，（5）1T 23G ₉P，（₇）1T 23G ₆P，
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［a⊖₆d〈Fl⊖60b〉］耕地（F），同人（Gotthelf Friedrich Goldammer氏），（₄）世襲賃租11G ₆P，（5）11G ₆P，（₇）
11G ₆P，
［a⊖₆e〈Fl⊖105, 106〉］Sohleと呼ばれる採草地，同人（Gotthelf Friedrich Goldammer氏），（₄）世襲賃租1T 16G ₃P，
（5）1T 16G ₃P，（₇）1T 16G，
［a⊖₆f〈Fl⊖180〉］耕地（F），同人（Gotthelf Friedrich Goldammer氏），（₄）世襲賃租₇G ₇P，（5）₇G ₇P，（₇）
₇G ₆P，
［a⊖₇〈Br⊖5〉］土地経営（W），Carl Gottlieb Hofmann，（₄）世襲賃租10G ₃P＋₃T 2G 5P［＝₃T 12G 8P］，賦
役金1T 8P，紡糸金5G 1P，（5）₄T 18G ₇P，（₇）₄T 18G ₄P，
［a⊖8〈Br⊖₆〉］製粉水車，Ernst Robert Kluge，（₄）世襲賃租10T 23G，（5）10T 23G，（₇）10T 22G 8P，（8）
第２条参照（第２条［第２項］によれば，［a⊖8］の世襲賃租は14T 11G ７Pから10T 23Gへ減額された），
［a⊖₉〈Br⊖₇〉］家屋，Friedrich Leberecht Kluge，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖10〈Br⊖₉〉］家屋，妻，Johanne Friederike Wagner，（₄）世襲賃租₆G ₄P，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，
（5）1T 20G，（₇）1T 20G，
［a⊖11〈Br⊖10〉］家屋と納屋，Johann Trautgott Gehmlich，（₄）世襲賃租12G 8P＋1G ₉P［＝14G ₇P］，賦役
金1T 8P，紡糸金5G 1P，（5）1T 20G ₆P，（₇）1T 20G ₄P，
［a⊖12〈Br⊖11〉］製粉水車と製材水車，Carl Gottlieb Robert Bräuer，（₄）製粉水車と製材水車の世襲賃租₇T 
21G，世襲賃租10G ₃P＋11G ₆P［＝21G ₉P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₉T 26G 5P，（₇）₉T 26G ₄P，
（8）第２条参照（第２条［第２項］によれば，［a⊖12］の製粉水車と製材水車の世襲賃租は10T 8G ₃Pから
₇T 21Gへ減額された），
［a⊖13〈Br⊖12〉］家屋，August Friedrich Griesbach，（₄）世襲賃租5G 1P，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖14〈Br⊖13〉］家屋，Franz Joseph Böhme，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖15〈Br⊖14〉］家屋，Leberecht Friedrich Griesbach，（₄）世襲賃租₆G ₄P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 20G，（₇）1T 20G，
［a⊖16〈Br⊖15〉］製粉水車，Carl Eduard Rechenberger，（₄）製粉水車の世襲賃租8T 21G，世襲賃租2G 5P＋
10G ₃P＋₇G ₇P＋1T 5G ₉P［＝1T 26G 14P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8P，（5）11T 23G ₃P，（₇）11T 23G 2P，（8）
第２条参照（第２条［第１項］によれば，［a⊖16］の搗き晒し水車賃租1Tは廃止された．また，第２条［第
２項］によれば，［a⊖16］の製粉水車賃租は10T 8G ₃Pから8T 21Gへ減額された），
［a⊖17a〈Br⊖17〉］旋盤工作場（?）付きの家屋，［a⊖17a⊖A］Dominik Böhme，現在は［a⊖17a⊖B］Ernst Robert 
Kluge，1857年３月17日の批准文書参照，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，運転中の
各旋盤作業台（?）に関する旋盤工作場（?）賃租1T 8G，（5）2T 26G ₇P，（₇）2T 26G ₄P，（8）第３条参照（第
３条によって，［a⊖17a］は旋盤工作場（?）賃租の支払義務を免除され，その代わりに1T 8Gの年確定賃租を
引き受ける），
［a⊖17b〈Br⊖35〉］土地経営（W），同人（［a⊖17b⊖A］Dominik Böhme，現在は［a⊖17b⊖B］Ernst Robert Kluge），（₄）
世襲賃租15G ₄P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 29G，（₇）1T 28G 8P，
［a⊖18〈Br⊖18, 19, 21〉］旋盤工作場（?）付きの製粉水車と製材水車，Carl Gottlieb Hofmann，一連番号［a⊖₇］
と同じ，（₄）永代水流賃租1T 11G，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，搗き晒し水車の世襲賃租 1T 8P，製
粉水車の世襲賃租 11T 10G，（5）15T 5G ₄P，（₇）15T 5G 2P，（8）第２条参照（第２条［第１項］によれば，
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［a⊖35〈Br⊖42〉］家屋，Johann Gotthelf Liebscher，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖36〈Br⊖43〉］家屋，Fürchtegott David Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖37〈Br⊖44〉］家屋，Johann Heinrich Preißler，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖38〈Br⊖45〉］家屋，Carl Gotthold Goldammer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖39〈Br⊖16，46〉］土地経営（W），Christian Gottlieb Bräuer，（₄）世襲賃租10G ₃P＋₃G ₉P［＝14G 2P］，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 27G 8P，（₇）1T 27G ₆P，
［a⊖40〈Br⊖47〉］土地経営（W），Carl Friedrich Griesbach，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，（8）第２条参照（第２条［第１項］によれば，［a⊖40］の世襲賃租₇G ₇P
は廃止［減額］された），
［a⊖41〈Br⊖49〉］家屋，Gotthelf Friedrich Hofmann，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖42〈Br⊖50〉］家屋，［a⊖42⊖A］Friedrich Wilhelm Griesbach，現在は［a⊖42⊖B］Carl Wilhelm Kunert，（₄）
世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖43〈Br⊖51〉］土地経営（W），Carl Gottlieb Hofmann，（₄）賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，世襲賃租
10G ₃P＋₇G ₇P＋1G ₃P＋15G ₄P［＝1T ₃G ₇P］，（5）2T 18G ₃P，（₇）2T 18G，
［a⊖44〈Br⊖52〉］土地経営（W），Carl Robert Rechenberger，（₄）世襲賃租5G 1P＋ 11G ₆P［＝16G ₇P］，紡
糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）2T ₃P，（₇）2T，
［a⊖45〈Br⊖53〉］土地経営（W），Fürchtegott Leberecht Uhlig，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金
1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖46〈Br⊖54〉］家屋，August Friedrich Böhme，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖47a〈Br⊖55〉］家屋，August Wilhelm Hofmann，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖47b〈Fl⊖113〉］採草地，同人（August Wilhelm Hofmann），（₄）世襲賃租10G ₃P，（₇）10G，
［a⊖48〈Br⊖56〉］耕地（F）付きの家屋，Wilhelm Friedrich Hofmann，（₄）世襲賃租₆G ₄P＋5G 1P［＝11G 5P］，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 25G 1P，（₇）1T 24G 8P，
［a⊖49〈Br⊖57〉］家屋，Carl Gottlieb Mehnert，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖50〈Br⊖58〉］家屋，Carl Josaphat Harzer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖51〈Br⊖59〉］家屋，Carl Gotthold Schaab，（₄）世襲賃租₇G ₇P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 21G ₃P，（₇）1T 21G 2P，
［a⊖52〈Br⊖60〉］家屋，Gotthold Fürchtegott Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖53〈Br⊖61〉］家屋，妻，Christiane Henriette Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
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［a⊖54〈Br⊖62〉］家屋，Samuel Friedrich Harzer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖55〈Br⊖63〉］家屋，Johann Gottlieb Uhlig，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖56〈Br⊖64〉］家屋，Traugott Friedrich Kaden，（₄）世襲賃租12G 8P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 26G ₄P，（₇）1T 26G ₄P，
［a⊖57〈Br⊖65〉］家屋，Carl Gotthold Uhlig，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖58〈Br⊖66A〉］土地経営（GW），Friedrich Fürchtegott Griesbach，（₄）世襲賃租15G ₄P＋₇G ₇P＋2G 5P［＝
25G ₆P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）2T ₉G 2P，（₇）2T ₉G 2P，
［a⊖59〈Br⊖66B〉］家屋，Gotthelf Friedrich Reichelt，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖60〈Br⊖67〉］家屋，Gottlob Friedrich Leberecht Kirschen，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖61〈Br⊖68〉］家屋，［a⊖61⊖A］Samuel Fürchtegott Gläßer，現在は［a⊖61⊖B］Carl Friedrich Reichelt，（₄）
世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖62a〈Br⊖69〉］家屋，Reinhold Heidenreich，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖62b〈Fh⊖248, 249, 250, 262〉］耕地（F），採草地と林地，同人（Reinhold Heidenreich），（₄）世襲賃租15G ₄P，
（5）15G ₄P，（₇）15G 2P，
［a⊖63〈Br⊖70〉］家屋，Fürchtegott Leberecht Reichelt，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖64〈Br⊖71〉］土地経営（W），Carl Gottlieb Reichelt，（₄）世襲賃租5G 1P＋2G ₆P＋10G ₃P＋10G ₃P＋2T 
1G ₇P［＝₃T］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₄T 13G ₆P，（₇）₄T 13G ₆P，
［a⊖65〈Br⊖72〉］家屋，Traugott Leberecht Harzer，（₄）世襲賃租20G ₆P＋5G 1P［＝25G ₇P］，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）2T ₉G ₃P，（₇）2T ₉G 2P，
［a⊖66〈Br⊖73〉］家屋，Carl Gotthelf Richter，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖67〈Br⊖74〉］家屋，Johann Heinrich Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P＋5G 1P［＝10G 2P］，紡糸金5G 1P，賦
役金1T 8G 5P，（5）1T 23G 8P，（₇）1T 23G ₆P，
［a⊖68〈Br⊖75〉］家屋，［a⊖68⊖1］妻，Christiane Friederike Müller，旧姓Kaden，［a⊖68⊖2］Carl Eduard （Kaden），
［a⊖68⊖₃］Amalie Friederike （Kaden）および［a⊖68⊖₄］Johanne Christiane Kaden，（₄）世襲賃租10G ₃P，紡
糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 23G ₉P，（₇）1T 23G ₆P，
［a⊖69〈Br⊖76〉］家屋，Immanuel Gotthold Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖70〈Br⊖77〉］家屋，Carl Fürchtegott Meitzner，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖71a〈Br⊖79〉］土地経営（GW），Carl Friedrich Beyer，（₄）住居（WH）の世襲賃租5G 1P＋1T 13G ₇P＋
₇G ₇P［＝1T 26G 5P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，耕地（Pa）No. 67の世襲賃租2T ₉G ₄P，他の土地（Gs）
の世襲賃租16G ₇P，（5）₆T ₆G 2P，（₇）₆T ₆G ，
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［a⊖35〈Br⊖42〉］家屋，Johann Gotthelf Liebscher，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖36〈Br⊖43〉］家屋，Fürchtegott David Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖37〈Br⊖44〉］家屋，Johann Heinrich Preißler，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖38〈Br⊖45〉］家屋，Carl Gotthold Goldammer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖39〈Br⊖16，46〉］土地経営（W），Christian Gottlieb Bräuer，（₄）世襲賃租10G ₃P＋₃G ₉P［＝14G 2P］，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 27G 8P，（₇）1T 27G ₆P，
［a⊖40〈Br⊖47〉］土地経営（W），Carl Friedrich Griesbach，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，（8）第２条参照（第２条［第１項］によれば，［a⊖40］の世襲賃租₇G ₇P
は廃止［減額］された），
［a⊖41〈Br⊖49〉］家屋，Gotthelf Friedrich Hofmann，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖42〈Br⊖50〉］家屋，［a⊖42⊖A］Friedrich Wilhelm Griesbach，現在は［a⊖42⊖B］Carl Wilhelm Kunert，（₄）
世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖43〈Br⊖51〉］土地経営（W），Carl Gottlieb Hofmann，（₄）賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，世襲賃租
10G ₃P＋₇G ₇P＋1G ₃P＋15G ₄P［＝1T ₃G ₇P］，（5）2T 18G ₃P，（₇）2T 18G，
［a⊖44〈Br⊖52〉］土地経営（W），Carl Robert Rechenberger，（₄）世襲賃租5G 1P＋ 11G ₆P［＝16G ₇P］，紡
糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）2T ₃P，（₇）2T，
［a⊖45〈Br⊖53〉］土地経営（W），Fürchtegott Leberecht Uhlig，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金
1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖46〈Br⊖54〉］家屋，August Friedrich Böhme，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖47a〈Br⊖55〉］家屋，August Wilhelm Hofmann，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖47b〈Fl⊖113〉］採草地，同人（August Wilhelm Hofmann），（₄）世襲賃租10G ₃P，（₇）10G，
［a⊖48〈Br⊖56〉］耕地（F）付きの家屋，Wilhelm Friedrich Hofmann，（₄）世襲賃租₆G ₄P＋5G 1P［＝11G 5P］，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 25G 1P，（₇）1T 24G 8P，
［a⊖49〈Br⊖57〉］家屋，Carl Gottlieb Mehnert，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖50〈Br⊖58〉］家屋，Carl Josaphat Harzer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖51〈Br⊖59〉］家屋，Carl Gotthold Schaab，（₄）世襲賃租₇G ₇P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 21G ₃P，（₇）1T 21G 2P，
［a⊖52〈Br⊖60〉］家屋，Gotthold Fürchtegott Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖53〈Br⊖61〉］家屋，妻，Christiane Henriette Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
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［a⊖71b〈Fl⊖70, 71, 72, 73〉］耕地（F）と採草地，同人（Carl Friedrich Beyer），（₄）世襲賃租1T 8G 5P，（5）
1T 8G 5P，（₇）1T 8G ₄P，
［a⊖72〈Br⊖80〉］家屋，Carl Gotthold Gläßer，（₄）世襲賃租5G 1P＋15G ₄P［＝20G 5P］，紡糸金5G 1P，賦
役金1T 8G 5P，（5）2T ₄G 1P，（₇）2T ₄G，
［a⊖73〈Br⊖81〉］家屋，Johann Daniel Weinhold，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖74〈Br⊖82〉］家屋，Samuel Fürchtegott Beier，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖75〈Br⊖83〉］家屋，Carl Friedrich Griesbach，（₄）世襲賃租5G 1P＋1₆G ₄P［＝21G 5P］，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G 1P，（₇）2T ₄G 8P，
［a⊖76〈Br⊖84〉］納屋付きの家屋，Wilhelm Friedrich Fritzsche，（₄）世襲賃租5G 1P＋1₆G ₄P［＝21G 5P］，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G 1P，（₇）2T ₄G 8P，
［a⊖77〈Br⊖85〉］住居（WH），Fürchtegott Leberecht Dietel，（₄）世襲賃租10G ₃P＋5G 1P［＝15G ₄P］，紡
糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 2₉G，（₇）1T 28G 8P，
［a⊖78〈Br⊖86〉］家屋，Johann Heinrich Kaden，一連番号［a⊖67］と同じ，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖₇₉〈Br⊖8₇〉］家屋，Traugott Friedrich Leberecht Gläßer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖80〈Br⊖88〉］家屋，Friedrich Fürchtegott Preißler，（₄）世襲賃租5G 1P＋1₆G ₄P［＝21G 5P］，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G 1P，（₇）2T ₄G 8P，
［a⊖81〈Br⊖89〉］家屋，［a⊖81⊖A］Traugott Leberecht Beyer，現在は［a⊖81⊖B］Carl Eduard Reichelt，（₄）世
襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖82〈Br⊖90〉］家屋，Carl Gottlieb Hofmann，一連番号［a⊖7］と同じ，（₄）世襲賃租5G 1P＋₆G ₄P［＝11G 5P］，
賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，（5）1T 25G 1P，（₇）1T 2₄G 8P，
［a⊖83〈Br⊖91〉］家屋，August Friedrich Gläser，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖84〈Br⊖92〉］家屋，Carl Eduard Harzer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖85〈Br⊖93〉］家屋，Traugott Leberecht Gläßer，（₄）世襲賃租5G 1P＋16G ₄P［＝21G 5P］，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G 1P，（₇）2T ₄G 8P，
［a⊖86〈Br⊖94〉］家屋，［a⊖86⊖A］Traugott Friedrich Seipt，現在は［a⊖86⊖B］Carl David Kaden，（₄）世襲
賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖87〈Br⊖95〉］家屋，未亡人，Christliebe Juliane Clement，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 
8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖88〈Br⊖96〉］家屋，［a⊖88⊖A］Fürchtegott Wilhelm Gläßer，現在は［a⊖88⊖B］Wilhelm Friedrich Kaden，（₄）
世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖89〈Br⊖97〉］納屋付きの家屋，Fürchtegott Leberecht Börner，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役
金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖90a〈Br⊖98〉］土地経営（W），Samuel Gottlieb Beier，（₄）耕地（Fr）の世襲賃租1T 12G ₄P＋₇G ₇P＋
15G ₄P［＝2T 5G 5P］，世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₃T 24G 2P，（₇）₃T 24G，
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［a⊖90b〈Fl⊖59〉］耕地（F），同人（Samuel Gottlieb Beier），（₄）世襲賃租15G ₄P，（5）15G ₄P，（₇）15G 2P，
［a⊖₉1〈Br⊖99〉］家屋，Carl Friedrich Hartwig，（₄）耕地（Fd）の世襲賃租2T ₄G ₃P，世襲賃租5G 1P，紡
糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₃T 23G，（₇）₃T 22G 8P，
［a⊖92〈Br⊖100〉］家屋，Samuel Gottlieb Schmerler，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖93〈Br⊖101〉］家屋，Gotthelf Friedrich Lorenz，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖94〈Br⊖102〉］家屋，Wilhelm Friedrich Preißler，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖₉5〈Br⊖103〉］家屋，Gotthelf Friedrich Pierschel，（₄）世襲賃租5G 1P＋15G ₄P＋1T 15G＋5G 1P［＝2T 
10G ₆P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₃T 2₄G 2P，（₇）₃T 24G，
［a⊖96〈Fl⊖51〉］Hammerstückと呼ばれる耕地（F），Carl Gottlieb Hofmann，一連番号［a⊖₇］と同じ，（₄）
世襲賃租20G ₆P，（5）20G ₆P，（₇）20G ₄P，
［a⊖97〈Fl⊖66〉］耕地（F），Traugott Leberecht Hänig，（₄）世襲賃租19G ₃P，（5）1₉G ₃P，（₇）1₉G 2P，
［ドイッチュ・ノイドルフ村］合計（5）2₄₄T 8G，（₆）25G 2P，（₇）2₄₃T 12G 8P.
２．ドイッチュ・カタリーネンベルク村
［a⊖98〈Br⊖1〉］家屋，Carl Christian Wenzel，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖99〈Br⊖2〉］製粉水車と製材水車，Anton Böhme，（₄）世襲賃租₄T 25G＋1₉G ₃P＋1G ₃P＋15G ₄P＋₃G 
₉P［＝₆T ₄G ₉P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₇T 18G 5P，（₇）₇T 18G ₄P，（8）第２条参照（第
２条［第２項］によれば，［a⊖99］の世襲賃租は5T ₄G 2Pから₄T 25G［これは水車の世襲賃租であろう］
へ減額された），
［a⊖100〈Br⊖₃〉］納屋付きの家屋，Samuel Gottlieb Dippmann，（₄）世襲賃租5G 1P＋₇G ₇P［＝12G 8P］，紡
糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 2₆G ₄P，（₇）1T 2₆G ₄P，
［a⊖101a〈Br⊖₄〉］旋盤工作場（?）付きの家屋，Christian Gottlieb Haustein，（₄）住居（WH）の世襲賃租5G 1P，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，運転中の各旋盤台（?）に関する旋盤工作場（?）賃租1T 25G，（5）₃T 1₃G ₇P，
（₇）₃T 1₃G ₆P，（8）第３条参照（第３条によって，［a⊖101a］は旋盤工作場（?）賃租の支払義務を免除され，
その代わりに1T 25Gの年確定賃租を引き受ける），
［a⊖101b〈Fl⊖284, 285, 286, 287, 291, 298〉］耕地（F）と採草地，同人（Christian Gottlieb Haustein），（₄）耕地（P）
No. 285, 286, 287 と 291の世襲賃租₇G ₇P，耕地（Pa）No. 284 と 298の世襲賃租1G ₉P＋2G ₆P［＝₄G 5P］，（5）
12G 2P，（₇）12G，
［a⊖102〈Br⊖5〉］住居（WH），Fürchtegott Leberecht Richter，（₄）世襲賃租5G 1P＋₃G ₉P［＝₉G］，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）1T 22G ₆P，（₇）1T 22G ₄P，
［a⊖103〈Br⊖₆〉］家屋，Wilhelm Friedrich Haustein，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P．
このうち［a⊖107］の土地（Gs）の分担金16G 2 1⊘₃P が差し引かれる，（5）1T 2G  ₄ 2⊘₃P ，（₇）1T 2G ₄P，（（8）
に第４条参照の記載がないけれども，差し引かれた額が（5）に書かれている），
［a⊖104〈Br⊖₇〉］製粉水車，未亡人，Christiane Friederike Biedermann，（₄）製粉水車の世襲賃租₇T 21G，
世襲賃租₆G ₄P＋5G 1P［＝11G 5P］，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₉T 1₆G 1P，（₇）₉T 1₆G，（8）
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［a⊖71b〈Fl⊖70, 71, 72, 73〉］耕地（F）と採草地，同人（Carl Friedrich Beyer），（₄）世襲賃租1T 8G 5P，（5）
1T 8G 5P，（₇）1T 8G ₄P，
［a⊖72〈Br⊖80〉］家屋，Carl Gotthold Gläßer，（₄）世襲賃租5G 1P＋15G ₄P［＝20G 5P］，紡糸金5G 1P，賦
役金1T 8G 5P，（5）2T ₄G 1P，（₇）2T ₄G，
［a⊖73〈Br⊖81〉］家屋，Johann Daniel Weinhold，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖74〈Br⊖82〉］家屋，Samuel Fürchtegott Beier，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖75〈Br⊖83〉］家屋，Carl Friedrich Griesbach，（₄）世襲賃租5G 1P＋1₆G ₄P［＝21G 5P］，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G 1P，（₇）2T ₄G 8P，
［a⊖76〈Br⊖84〉］納屋付きの家屋，Wilhelm Friedrich Fritzsche，（₄）世襲賃租5G 1P＋1₆G ₄P［＝21G 5P］，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G 1P，（₇）2T ₄G 8P，
［a⊖77〈Br⊖85〉］住居（WH），Fürchtegott Leberecht Dietel，（₄）世襲賃租10G ₃P＋5G 1P［＝15G ₄P］，紡
糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 2₉G，（₇）1T 28G 8P，
［a⊖78〈Br⊖86〉］家屋，Johann Heinrich Kaden，一連番号［a⊖67］と同じ，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖₇₉〈Br⊖8₇〉］家屋，Traugott Friedrich Leberecht Gläßer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，
（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖80〈Br⊖88〉］家屋，Friedrich Fürchtegott Preißler，（₄）世襲賃租5G 1P＋1₆G ₄P［＝21G 5P］，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G 1P，（₇）2T ₄G 8P，
［a⊖81〈Br⊖89〉］家屋，［a⊖81⊖A］Traugott Leberecht Beyer，現在は［a⊖81⊖B］Carl Eduard Reichelt，（₄）世
襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖82〈Br⊖90〉］家屋，Carl Gottlieb Hofmann，一連番号［a⊖7］と同じ，（₄）世襲賃租5G 1P＋₆G ₄P［＝11G 5P］，
賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，（5）1T 25G 1P，（₇）1T 2₄G 8P，
［a⊖83〈Br⊖91〉］家屋，August Friedrich Gläser，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖84〈Br⊖92〉］家屋，Carl Eduard Harzer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖85〈Br⊖93〉］家屋，Traugott Leberecht Gläßer，（₄）世襲賃租5G 1P＋16G ₄P［＝21G 5P］，紡糸金5G 1P，
賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G 1P，（₇）2T ₄G 8P，
［a⊖86〈Br⊖94〉］家屋，［a⊖86⊖A］Traugott Friedrich Seipt，現在は［a⊖86⊖B］Carl David Kaden，（₄）世襲
賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖87〈Br⊖95〉］家屋，未亡人，Christliebe Juliane Clement，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 
8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖88〈Br⊖96〉］家屋，［a⊖88⊖A］Fürchtegott Wilhelm Gläßer，現在は［a⊖88⊖B］Wilhelm Friedrich Kaden，（₄）
世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖89〈Br⊖97〉］納屋付きの家屋，Fürchtegott Leberecht Börner，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役
金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖90a〈Br⊖98〉］土地経営（W），Samuel Gottlieb Beier，（₄）耕地（Fr）の世襲賃租1T 12G ₄P＋₇G ₇P＋
15G ₄P［＝2T 5G 5P］，世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）₃T 24G 2P，（₇）₃T 24G，
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第２条参照（第２条［第２項］によれば，［a⊖104］の［製粉水車の］世襲賃租は10T 8G ₃Pから₇T 21Gへ
減額された），
［a⊖105a〈Br⊖8〉］土地経営（GW），商人，Carl Wilhelm Rechenberger氏，（₄）耕地（Pa）No. ₃01 と₃02の
世襲賃租₃G ₉P，他の所有地（Bg）の世襲賃租5G 1P，住居（WH）の賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，（5）
1T 22G ₆P，（₇）1T 22G ₄P，（8）第２条参照（第２条［第１項］によれば，［a⊖105a］の世襲賃租₇G ₇Pは
廃止された），
［a⊖105b〈Br⊖13〉］土地経営（W），同人（商人，Carl Wilhelm Rechenberger氏），（₄）世襲賃租10G ₃P＋₆G 
₄P＋5G 1P＋5G 1P＋2G ₆P＋5G 1P［＝1T ₄G ₆P］，紡糸金5G 1P＋5g 1P［＝10G 2P］，賦役金1T 8G 5P＋1T 
8G 5P［＝2T 17G］（最後の３行［世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P］について，薄く書かれ
た追加字句は判読不能であるが，合計額に変更がないので，原文のままとする），（5）₄T 1G 8P，（₇）₄T 
1G ₆P，
［a⊖105c〈Br⊖16〉］土地経営（W），同人（商人，Carl Wilhelm Rechenberger氏），（₄）世襲賃租1₉G ₃P，家
屋の世襲賃租10G ₃P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）2T 1₃G 2P，（₇）2T 1₃G 2P，
［a⊖10₆〈Br⊖₉〉］旋盤工作場（?）付きの家屋，Samuel Gotthelf Beier，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，住
居（WH）の賦役金1T 8G 5P，運転中の各旋盤台（?）に関する旋盤工作場（?）賃租1T 1₆G，（5）₃T ₄G ₇P，（₇）
₃T ₄G ₄P，（8）第３条参照（第３条によって，［a⊖106］は旋盤工作場（?）賃租の支払義務を免除され，1T 
16Gの年確定賃租を負担する），
［a⊖107〈Br⊖₉B〉］住居（WH），August Friedrich Haustein，（₄）耕地（Pa）［Nr.］ 206の世襲賃租₇G ₇P，家
屋の世襲賃租5G 1P，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，［a⊖103］の土地（Gs）への「世襲賃租，賦役金と紡
糸金」の分担金16G 2 1⊘₃P， （5）2T 12G ₆ 1⊘₃P，（₇）2T 12G ₄P，（（8）に第４条参照の記載がない．第４条
によれば，［a⊖107］の土地（Gs）の分担金は貨幣貢租として［a⊖103］の土地（Gs）に毎年給付されるべ
きである．この分担金は償却のために騎士領プルシェンシュタインに譲渡される．その結果が（5）の金
額であり，分担金の貢租の種目は，第４条にも［a⊖103］の（₄）にも記されていないけれども，この住居
（₄）の記事から「世襲賃租，賦役金と紡糸金」と判明する），
［a⊖108〈Br⊖10〉］家屋，Gottlieb Friedrich Harzer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖109〈Br⊖12〉］土地経営（W），Carl Richter，（₄）世襲賃租₆G ₄P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 20G，（₇）1T 20G，
［a⊖110〈Br⊖15〉］家屋，Fürchtegott Wilhelm Weindt，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖111〈Br⊖17〉］納屋付きの家屋，Franz Joseph Böhme，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 
5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖112〈Br⊖18〉］家屋，Carl Gottlob Freier，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖113〈Br⊖19〉］家屋，［a⊖113⊖A］妻，Johanne Concordie Gläßer，現在は［a⊖113⊖B］Wilhelm Ehregott Beer，（₄）
世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖114a〈Br⊖20〉］土地経営（W），Carl Gottlieb Beer，（₄）世襲賃租₆G ₄P＋₇G ₇P＋₇G ₇P［＝21G 8P］，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G ₄P，（₇）2T 5G 2P，
［a⊖114b〈Fl⊖62〉］耕地（F），同人（Carl Gottlieb Beer），（₄）世襲賃租2₃G 1P，（5）2₃G 1P，（₇）22G 8P，
［a⊖115〈Br⊖21〉］家屋，妻，Johanne Caroline Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P＋₆G ₄P［＝11G 5P］，紡糸金5G 1P，
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賦役金1T 8G 5P，（5）1T 25G 1P，（₇）1T 2₄G 8P，
［a⊖116〈Br⊖22〉］土地経営（W），Traugott Friedrich Böhme，（₄）世襲賃租₇G ₇P＋₇G ₇P［＝15G ₄P］，紡
糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 2₉G，（₇）1T 28G 8P，
［a⊖117〈Br⊖23〉］家屋，Gotthelf Friedrich Ihle，（₄）世襲賃租₇G ₇P＋18G［＝25G ₇P］，紡糸金5G 1P，賦
役金1T 8G 5P，（5）2T ₉G ₃P，（₇）2T ₉G 2P，
［a⊖118a〈Fl⊖278, 280〉］耕地（F），未亡人，Esther Christliebe Bräuer，（₄）世襲賃租1G ₉P＋₇G ₇P［＝₉G ₆P］，
（5）₉G ₆P，（₇）₉G ₆P，
［a⊖118b〈Fl⊖382, 383〉］採草地と耕地（F），同人（未亡人，Esther Christliebe Bräuer），（₄）世襲賃租1T 8P，
（5）1T 8P，（₇）1T 8P，
［２村］合計（5）₃05T 1₉G ₄P，（₆）2₉G 8P，（₇）₃0₄T 1₉G ₆P.
第７条
　上記に従って地代銀行に委託される地代の登記と同時に，他方の契約締結者の土地台帳に登記され，前
表の第４欄［（d）］に記載された貨幣貢租の全額が，土地・抵当権台帳（Grund- und Hypothekenbuch）か
ら抹消され，義務者がこれによってこの抹消を提議することを，権利者殿は，地代銀行への地代の引き受
けまでに満期となる金額の徴収権を留保して，許可する．
　同様に一連番号［a⊖103］は，彼に関して一連番号［a⊖107］の土地［・抵当権台帳］のページに登記さ
れ，それの抹消を後者が提議した，分担金義務の抹消に同意する．
第８条
　双方は，この協定の諸規定に従って必要となる，土地・抵当権台帳への登記と抹消について報告するこ
とを放棄する．
第９条
　旋盤工作場（?）賃租の償却についての協定は，1854年１月１日に締結されたと見なされ，そのために，
その時点から，それの代わりに，第３条に規定された年地代が支払われるべきである．
第10条
　この償却によって生じる費用は，法規定に従って双方が半分ずつ負担する．
　双方はこれに同意し，これに反する，すべての逃げ口上を，また，記述されたとは異なって述べられた
事柄への法的抗弁を，・・・放棄し，さらに，以前の状態への復権についての法律上の恩典の適用を放棄する．
　本協定は同文の文書として４通が作成され，署名によって承認された．そのうち第１のものは全国償却
委員会の文書室に，第２のものは王国ザイダ司法管区の文書室に納められ，第３のものは権利者殿に，第
４のものは義務者に引き渡されるべきである．
　プルシェンシュタイン，ドイッチュ・ノイドルフおよびハイデルベルクにて1856年９月25日と26日，お
よび，1857年３月17日
　　　　第１節注
（注１）「本領地域」と「土地負担」については，松尾 2018，第１節と第３節（1）とを参照．
（注２）私の知る限りでは，この文書群の中で調査され，簡単に紹介されたのは，３通の協定のみである．それは，①グロー
センハイン郡ツィーセン村所在の騎士領に対する同村領民の賦役・現物賃租償却協定，すなわち，全国委員会文書第169号
（1835⊘1836年），②同上協定に基づく償却地代を地代銀行に委託する協定，すなわち，全国委員会文書第3853号（1843年）
と③グリマ郡騎士領ムッチェンの羊放牧権償却協定，すなわち，全国委員会文書第5034号（1844⊘1845年）である．Groß 
1968, S. 130⊖132; Groß 2001, S. 207⊖208. Vgl. 松尾 1990, S. 101⊖102, 190⊖193.  ただし，上記ツィーセン村については，②に加
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松　尾　展　成
第２条参照（第２条［第２項］によれば，［a⊖104］の［製粉水車の］世襲賃租は10T 8G ₃Pから₇T 21Gへ
減額された），
［a⊖105a〈Br⊖8〉］土地経営（GW），商人，Carl Wilhelm Rechenberger氏，（₄）耕地（Pa）No. ₃01 と₃02の
世襲賃租₃G ₉P，他の所有地（Bg）の世襲賃租5G 1P，住居（WH）の賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，（5）
1T 22G ₆P，（₇）1T 22G ₄P，（8）第２条参照（第２条［第１項］によれば，［a⊖105a］の世襲賃租₇G ₇Pは
廃止された），
［a⊖105b〈Br⊖13〉］土地経営（W），同人（商人，Carl Wilhelm Rechenberger氏），（₄）世襲賃租10G ₃P＋₆G 
₄P＋5G 1P＋5G 1P＋2G ₆P＋5G 1P［＝1T ₄G ₆P］，紡糸金5G 1P＋5g 1P［＝10G 2P］，賦役金1T 8G 5P＋1T 
8G 5P［＝2T 17G］（最後の３行［世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P］について，薄く書かれ
た追加字句は判読不能であるが，合計額に変更がないので，原文のままとする），（5）₄T 1G 8P，（₇）₄T 
1G ₆P，
［a⊖105c〈Br⊖16〉］土地経営（W），同人（商人，Carl Wilhelm Rechenberger氏），（₄）世襲賃租1₉G ₃P，家
屋の世襲賃租10G ₃P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）2T 1₃G 2P，（₇）2T 1₃G 2P，
［a⊖10₆〈Br⊖₉〉］旋盤工作場（?）付きの家屋，Samuel Gotthelf Beier，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，住
居（WH）の賦役金1T 8G 5P，運転中の各旋盤台（?）に関する旋盤工作場（?）賃租1T 1₆G，（5）₃T ₄G ₇P，（₇）
₃T ₄G ₄P，（8）第３条参照（第３条によって，［a⊖106］は旋盤工作場（?）賃租の支払義務を免除され，1T 
16Gの年確定賃租を負担する），
［a⊖107〈Br⊖₉B〉］住居（WH），August Friedrich Haustein，（₄）耕地（Pa）［Nr.］ 206の世襲賃租₇G ₇P，家
屋の世襲賃租5G 1P，賦役金1T 8G 5P，紡糸金5G 1P，［a⊖103］の土地（Gs）への「世襲賃租，賦役金と紡
糸金」の分担金16G 2 1⊘₃P， （5）2T 12G ₆ 1⊘₃P，（₇）2T 12G ₄P，（（8）に第４条参照の記載がない．第４条
によれば，［a⊖107］の土地（Gs）の分担金は貨幣貢租として［a⊖103］の土地（Gs）に毎年給付されるべ
きである．この分担金は償却のために騎士領プルシェンシュタインに譲渡される．その結果が（5）の金
額であり，分担金の貢租の種目は，第４条にも［a⊖103］の（₄）にも記されていないけれども，この住居
（₄）の記事から「世襲賃租，賦役金と紡糸金」と判明する），
［a⊖108〈Br⊖10〉］家屋，Gottlieb Friedrich Harzer，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖109〈Br⊖12〉］土地経営（W），Carl Richter，（₄）世襲賃租₆G ₄P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 20G，（₇）1T 20G，
［a⊖110〈Br⊖15〉］家屋，Fürchtegott Wilhelm Weindt，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）
1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖111〈Br⊖17〉］納屋付きの家屋，Franz Joseph Böhme，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 
5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖112〈Br⊖18〉］家屋，Carl Gottlob Freier，（₄）世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 
18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖113〈Br⊖19〉］家屋，［a⊖113⊖A］妻，Johanne Concordie Gläßer，現在は［a⊖113⊖B］Wilhelm Ehregott Beer，（₄）
世襲賃租5G 1P，紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）1T 18G ₇P，（₇）1T 18G ₄P，
［a⊖114a〈Br⊖20〉］土地経営（W），Carl Gottlieb Beer，（₄）世襲賃租₆G ₄P＋₇G ₇P＋₇G ₇P［＝21G 8P］，
紡糸金5G 1P，賦役金1T 8G 5P，（5）2T 5G ₄P，（₇）2T 5G 2P，
［a⊖114b〈Fl⊖62〉］耕地（F），同人（Carl Gottlieb Beer），（₄）世襲賃租2₃G 1P，（5）2₃G 1P，（₇）22G 8P，
［a⊖115〈Br⊖21〉］家屋，妻，Johanne Caroline Kaden，（₄）世襲賃租5G 1P＋₆G ₄P［＝11G 5P］，紡糸金5G 1P，
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えて，その後，３回の地代銀行委託が実施されたことが，同郡の委託地代額資料集から明らかになっている．もっとも，権
利者が同じ騎士領であるのは，貨幣貢租と保有移転貢租の償却に関する１回（1853年）だけである．Größel 1896, S. 78; 松尾 
1990, S. 180. 
（注３）松尾 2011, S. 335⊖337. 
（注４）Groß 1968, S. 125. Vgl. Kiesewetter 1981, S. 96⊖97; Kiesewetter 1988, S. 121⊖122; 松尾 1990, S. 263; 松尾 2011, S. 17. ──こ
こで問題にされているのは，償却「提議」件数であるが，それよりも重要であるのは，全国委員会による「決済」件数である．
松尾 1990，S. 273⊖276; 松尾 2011，S. 17⊖21. 
（注５）松尾 2011, S. 337⊖338. 
（注６）HSA GK Nr. 1389，Bl. 11.  その部分の邦訳は松尾 2011, S. 311. ──同償却協定に記された，協定一連番号［４］馬所有
農地（火災保険台帳番号15）の世襲賃租は22AG ₆APである（他は省略）．HSA GK Nr. 1389, Bll. 11b⊖12.  その部分の邦訳は松
尾 2011，S. 315，317.  これを新貨幣制度に換算すると，28NG ₉NPとなる．しかし，1849年の請願書付録では，１馬所有農民（そ
の火災保険台帳番号15は上記償却協定のそれと同じであるから，同一の農民地のはずである）の世襲賃租は騎士領に対して
28NGとされている．HSA SV 1849，Nr. 3277，Bl. 49. その部分の邦訳は松尾 2001, S. 216. Vgl. 松尾 2011，S. 343. したがって，
世襲賃租は1849年にもまだ償却されていなかったわけである．
（注７）HSA SV 1849, Nr. 3277, Bl. 49.  その部分の邦訳は松尾 2001, S. 216. Vgl. 松尾 2011, S. 343. 
（注８）1839年の協定における一連番号［４］の償却地代は賦役48AT＋現物貢租₄AT 20AG＋放牧権2AT 1AG ₆APである．HSA 
GK Nr. 1389, Bll. 11b⊖12.  その部分の邦訳は松尾 2011, S. 317.  これらの合計額は54AT 21AG ₆APとなり，新貨幣制度に換算す
ると，56NT 2NG ₇NPとなる．これは請願書付録の金額①56T 12G ₄Pよりも僅かに小さい．その差額が生じた根拠は不明であ
る．
（注９）ライプツィヒ文書館によれば，騎士領ヴィーデローダ関係文書は，松尾 2001，第２章第４節で紹介した，1832年の請
願書（SAL GW Nr. 14）などを残して，大部分が恐らく戦災で，失われ，ムッチェン管区関係文書の中には同騎士領関連償
却文書としてはSAL AM Nr. 446のみがある（ただし，表紙は第１巻リプティッツ，第２巻マネヴィッツとなっているけれども，
第１巻の部分は欠けている）．これは，全国償却委員会によって1851年に承認された，マネヴィッツ村の保有移転貢租償却
協定であり，全国委員会文書第8137号として松尾 2011，第４章第３節で調査された．なお，当時の下級行政・司法官庁であ
る司法管区（Gerichtsamt）について，Vgl. 松尾 1990, S. 32⊖33．
（注10）SAC GL Nr. 185.
（注11）HSA SV 1848, Nr. 2815, Bll. 5b⊖₆, 13b.  その部分の邦訳は松尾 2001, S. 177, 181.  なお，①この30村の中で冒頭に署名した
12村が，当騎士領所属であった. ②この「償却委員」が事実上，名指したのは，同騎士領関連の多くの償却に際して領主の「弁
護士」の役を演じた（HSA SV 1848, Nr. 2815, Bl. ₄b.  その部分の邦訳は松尾 2001, S. 177）法律関係特別委員Amandus August 
Höffnerであった．Vgl. 松尾 2011, S. 208, 348.  ただし，本協定の特別委員はErnst Klemmであった．ヘフナーとクレムについて，
Vgl. 松尾 2011, S. 29, 208. 
（注12）松尾 2011, S. 348. 
（注13）その一部，1830－32年の請願書７通（HSA GP Nr. 580）は松尾 2001，第２章第３節⑴－⑺で既に紹介した．
（注14）差し当たり，Blaschke 1965, S. 280; Groß 1968, S. 30⊖31；松尾 1990, S. 55. ──土地負担の償却が本格化する1840年代か
ら長期に亘って内務省の農業担当官吏であり，農業中央協会（1843年創設の農業利害代表組織．1850年に政府の諮問組織と
して農業協議会に改組）の事務総長でもあったTh. ロイニンクは，家畜所有者の土地所有規模別調査（1853年）の結果から，
大まかに見て，₃⊖10アッカーの所有者を園地農，10⊖100アッカーを農民，100アッカー以上を騎士領（しかし，それ以下の
騎士領もある），と見なしている．３アッカー以下の土地所有者にとっては農業は副業である．Reuning 1856, S. 22, 26.  ロイ
ニンクについて，Vgl. 松尾 1990, S. 269.  この場合，１ザクセン・アッカーは約0.5ヘクタールである．したがって，３アッカー
（約1.5ヘクタール）以下の土地所有者には小屋住農が含まれるであろう．
（注15）第６条などに数回記されているDrehwerk①，①に付随して記されている，運転中（gangbar）のDrehstelle②，①に課さ
れる賃租の基礎となったDrehladen③，がどのような産業施設であるか，は不明である．①と③を同じと考えて，旋盤工作場
（?）と訳し，②を旋盤作業台（?）と訳してみた．
　　　　第２節注
（注１）このシェーンベルクについて，Vgl. 松尾 2011, S. 31.
（注２）Gesetz über die Errichtung der Landrentenbank, vom 17. 03. 1832, in: GS 1832, S. 267⊖272.
（注３）Verordnung über den Beginn der Amortisation bei der Landrentenbank und den Wegfall einiger, wegen Überweisung von 
Ablösungsrenten an dieselbe, und wegen Annahme von Abschlagszahlungen, zeither stattgefundenen Beschränkungen, vom 09. 03. 1837, 
in: GS 1837, S. 14⊖23.
（注４）Verordnung, einige Modificationen beziehendlich des Instituts der Landrentenbank in Folge der neuen Münzverfassung betr., vom 
19. 08. 1840, in: GS 1840, S. 220⊖224.
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